
  令和６年度 三次市立三和小学校 学校評価自己評価表                                                                                                                           

◆ 経営理念 ◆ 
 【教 育 目 標】   ともに学び合い 主体的に行動する児童の育成  
【ミッション】  〇 お互いを尊重し合い（自他理解）、主体性を発揮し、夢と目標の実現に向け、ともに伸びていくことができる子供を育てることで、将来、たくましく生き抜く基礎を培う。 

〇 学校と家庭や地域が連携・協働し、子供の学びを充実させ、地域の文化の継承やふるさと三和（三次）を愛し誇りに思う子供を育てる。 
 【ビ ジ ョ ン】 （１）めざす学校像        子供（保護者）が「この学校で学んで（学ばせて）よかった」と思える学校 

（２）めざす子ども像       やさしい子  よく考える子  やりとげる子 
（３）児童につけたい資質・能力  ①知識を生かし深める力  ②共に考え伝え合う力  ③自ら関わり学び続ける力 

◆ 経営目標・評価項目・評価・達成状況 ◆ 

 
中期 

経営目標 

短期 

経営目標 
目標達成のための方策 評価指標 

目標

値 

中間 最終 
結果概要と分析(中間) 今後の改善方策〈取組〉中間 

担
当 

学校評価 

達成値 達成度 評価 達成値 達成度 評価 
評

価 コメント 

確
か
な
学
力
の
育
成 

1 共に学び

合いなが

ら理解を

深め、主体

的に学ぶ

子供 

(1)対話しなが

ら学び、自ら基

礎的・基本的な

学力を身に付

ける力の育成 

①学力調査（学習、意識・生活）を活

用した実態把握、指導改善による学

力の向上 

 

②学習規律や学習習慣の確立と、自ら

の学習を調整する力の育成 

 

③ICT活用と情報モラル教育の充実 

三次市学力到達度検査 

 

全国平均以上が 

16項目中11項目以上（70％） 

 

※その他、参考とする資料 

  ・児童アンケート 

・児童の学習に臨む様子 等 

70 

％ 
― ― ―    

○児童アンケートでは、概ね80％以上の肯定的回答であっ

た。特に児童同士の教え合い等の関わりや情報機器活用

及び情報モラルに関わる肯定的回答は95％近くあった。 

○どの児童も意欲的に学習に臨む姿がどの学級からも見

られる。「望ましい姿」が認知できているからこそ、「正

しい姿勢」や「授業前の準備」で肯定的回答が70％程度

に留まっていると考えられる。 

・ 全国学力テスト（６年） 

  国語69％（全国67.7％）、算数62％（全国63.4％） 

①全国学力テストの結果分析及び三次市学力テ

ストに向けての取組を校内研修の中で共通認

識し、授業づくりや児童への個別指導にいか

していく。 

②学校全体で「評価シート」を活用した学び方

や学ぶ姿勢に関する自己を振り返り、改善を

促す自己調整に関わる取組を行う。 

③情報モラル教育を継続して行いながら、学習

の中で情報機器を適切に使うことができるよ

うな指導を行う。 

教
務
部 

Ａ 

・落ち着いた環境で学習でき

ていると思います。 

・三次市学力到達度検査につ

いて、学年単位で弱いところ

をしぼって指導を行うとあ

ったが、せっかくの少人数な

ので、個々の弱点に焦点をあ

てて指導していければ良い

と思います。 

・保護者アンケートによる

と、家庭での読書が十分でな

いという結果が伺えます。こ

のことの原因・理由を明確に

するとともに、学校と家庭と

が一丸となって重点的に取

り組みたいものです。 

 

 

 

・「自学ノート」の指導、「評

価シート」の活用等で、効果

が発揮されていると思いま

す。 

・「自学ノート」で他の児童

の取組を見られるのは、とて

も良い取組だと思います。 

(2)「主体的・

対話的で深い

学び」の実現を

めざした授業

研究の推進 

①自己調整学習の３要素を高めなが

ら、評価の視点をもたせ、学ぶ価

値を問う指導の工夫 

 

②学ぶ楽しさを知り、自ら学び続け

る力を育てる「自学ノート」の指

導工夫 

 

③「やってみタイム」の計画的実施 

「主体的・対話的で深い学び」に係る

児童アンケート 

 

肯定的回答80％以上 

 

 ※その他、参考とする資料 

  ・児童、教職員による「成長の実

感」に関する声、姿、記述等 

  ・児童とともにつくる評価シート

への児童記述内容の変容 

  ・自学ノートや授業で制作した成

果物等 

80 

％ 

83.5

％ 

104 

% 

４ 

 
   

○達成値は83.5％で、達成度は104％である。「主体的な

学び」「対話的な学び」「深い学び」のそれぞれの達成

値も81％、84.2％、85.2％と偏りがなく、どの領域も目

標値を達成している。昨年度末の達成値75％と比較して

も大きな上昇である。これは、今年度、児童自身が学ぶ

価値を考えながら学習に向かうことをねらいとして開

発した「評価シート」の活用が成果をあげていると捉え

る。また、児童アンケートで最も肯定的回答が多かった

項目は「わからないことがあるときに、友だちに聞き合

ったり助け合ったりしている」であり（4・5・6年で最

多）、「互いに自然に対話し学び合う風土」ができつつ

あることが分かる。 

●アンケートで否定的回答が最も多かったものは「自分の

学習の仕方を振り返り、改善点を見つけて次の学習に生

かしている」であり（全回答者の31％）、今年度、重点

を置いている「自己調整力の育成」については、今後も

力を入れていく。 

①引き続き、児童とともに「学ぶ価値」を考え、

質の高まりを追求しようとする姿を目指して

いく。そのためにも、「児童から『問い』が

出る授業」「児童が多彩な視点で表現・交流

する授業」「児童が自らの学び方を振り返り、

価値づける授業」に取り組んでいく。 

②1学期に行った「自主学習の目的や価値、内容

について異学年で考え、語り合う機会」を今

後も定期的に設ける。自学ノートへの教員の

コメントを「自学のどんなところに価値を置

いて、どのようなコメントをしているか」と

いう視点で交流していくことで、教員の「評

価の視点」を高めていく。 

③2学期から、児童に「目的と内容」を明確にし

た「やってみたいこと」を募集し、異学年で

活動に取り組む時間を定期的に設定してい

く。 

豊
か
な
心
の
育
成 

2 規範意識

や豊かな

人間性・社

会性を育

み、将来の

自分や地

域につい

て考える

子供 

(3)自己決定の

場や自己存在

感を大切にし

た共感的な人

間関係の育成 

①「共感的な児童理解」「できたこと

の強化」「情報の共有」を基本とし

た組織的な生徒指導の確立 

 

②「光が丘の６つの約束」（礼節や規

範意識の醸成）の定着 

 

③人間関係形成能力を育む集団活動

や体験的な活動と、話し合い活動

の充実 

「規範意識や豊かな人間関係の育成」

に係る児童アンケート 

・「自分から大きな声であいさつをし

ている」 

・「自分にはよいところがある」 

・「友達のよいところを見つけること

ができた」 

肯定的回答 75％以上 

※各学年の特別活動に重点を置く。自

発的、自治的に解決策を考えて取り組

み、振り返りを行うという一連の活動

を充実させる取り組みを進める。ま

た、担任は実施状況を学年間で交流し

情報の共有を行い、全児童に共通認識

の下で指導にあたっていく。 

75％ 

 

 

 

挨拶 

92 

％ 

 

 

自分 

80 

％ 

 

 

友達 

82 

％ 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶 

122

％ 

 

 

自分

106

％ 

 

 

友達 

109

％ 

 

 

 

 

 

 ４    

○児童アンケートの結果によると「自分から大きな声であ

いさつをしている」60名「自分にはよいところがある」

52名「友達のよいところを見つけることができた」62

名が肯定的な回答をしている。学校行事や学級活動の学

級集団作りの場を捉えて、評価シートを作成し、自己肯

定感を高めたりお互いを認め合い達成感を味わう振り

返りをしたりしたことが反映しているのではないかと

考えられる。 

○6月のスマイル朝会では、各学年の紹介の後に考えたこ

とや思ったことなどの交流を通して、今後の学校生活へ

の自分の考えをもち生かそうという意欲に繋げること

ができた。 

●「光が丘の約束」においては、6つの約束が何のために

あるのか、自分たちの生活のどこに生かされているのか

について考える場の設定をし、児童が自分事として捉

え、主体的に取り組む活動を仕掛ける必要があると考え

る。挨拶は、児童会執行部との連携が不十分であり、自

己肯定感は高いが「自分から」「大きな声で」という点

においては、今後、連携した取り組みを進めていきたい。 

 

 

①学年担任は、児童面談を定期的に実施し共感

的な理解に努め、児童の小さなサインを見逃

さないことを常に意識して、日頃の授業を中

心に自己指導能力を育てることをねらって指

導を継続していく。 

②「光が丘の約束」は、自ら関わり学び続ける

力を意識して主体的に活動する場を設定する

とともに、児童の実態を学年間で交流し情報

の共有を行い、全教職員が共通認識の下で指

導にあたっていく。 

③各学年の特別活動を充実させることに重点を

置いて取り組みを進める。学級の直面してい

る課題について自発的、自治的に解決策を考

えて取り組み、振り返りを行うという一連の

活動において、自己有用感、達成感を味わう

ことが自尊感情を高めることにつながるため

特別活動においても「評価シート」を活用し

ていく。 

 

生
活
部 

Ａ 

・「自分にはよいところがあ

る」という自己肯定感が低い

学年があるのが気になりま

した。今後、定期的な面談等、

児童と向き合う時間の確保

に努めていただき、個々の肯

定感につながる指導や関り

をお願いします。 

・「光が丘の約束」の内容が、

低学年から習慣づくことは

将来に向けて社会性が育ま

れると思われる。素晴らしい

取組である。 

・「自らが気付く」、「自発

的に動く活動」は、社会人に

なっても重要なものです。 



逞
し
い
気
力
と
体
力
の
育
成 

3 心身の成

長・発達に

ついて理

解し、自ら

の命を守

り健康の

保持増進

に取り組

む子供 

(4)基本的な生

活習慣の確立

と、健康や体力

向 上 の 実 践

力・判断力の育

成 

①体力朝会の実施・改善 

 

②生活習慣の確立とネット依存防止

対策 

 

③食に関する指導の計画的実施 

・新体力テストで全国平均以上の項目

を75％以上 

 
※参考資料 

・新体力テスト（全国平均値、前年度個人

値との比較） 

・運動に対する意識調査アンケート 

・生活づくりに対する取組やメディアコン

トロールチャレンジの結果 

・栄養教諭等による食育授業について 等 

75 

％ 

70 

％ 

93 

％ 

３ 

 
   

〇新体力テストにおいて、全国平均を上回った項目は96

項目67項目だった。「立ち幅跳び」「ソフトボール投げ」

において全国平均を下回る学年が多く見られたととも

に、低学年においては「握力」が下回っていた。一方で、

前年度個人値との比較ではほとんどの児童が半数以上

の項目で力を伸ばしていた。 

〇5年生において、「運動（体を動かす遊びをふくむ）や

スポーツをすることは好きですか」という質問への肯定

的回答は100％であった。 

〇体育の授業に加え、体力朝会や学級遊びなど日常的に体

を動かす機会を設けることで、運動に対する児童の意識

を高めていると捉える。 

〇生活づくり週間とメディアコントロールチャレンジに

ついて、１回ずつ実施した。目標達成には個人差があり、

集団への指導以外の工夫について検討する必要がある。 

〇担任と連携し、給食時間の指導や特別活動等の教科等に

おける食に関する指導を実施することができた。児童が

自分ごととして捉え、知識・技能を身に付けていくため

に、担任等と連携した継続した指導が必要である。 

①引き続き体力朝会を計画的に行うとともに、

体育の授業の初めの5分間で実施するサーキ

ットトレーニングを推奨していく。新体力テ

ストにおいて課題が見られた種目において、

再度計測する（10月末）。その際には、自身

の記録や全国平均を参考に、目標をもって取

り組むことができるようにする。 

②中学校と連携し、生活づくり週間およびメデ

ィアコントロールチャレンジの取組を継続す

る。また、実態に応じて個別指導や保護者へ

の呼びかけを行う。 

③食に関する指導の年間計画に基づき、計画的

に実施する。食事マナー等に課題がみられる

ため、継続的に担任と連携し指導を実施する。 

生
活
部 

Ａ 

・日常生活において、体を使

う（手伝い等）ことが必要だ

と思います。メディアコント

ロールと合わせ、日頃の生活

習慣の向上を指導してほし

いと思います。 

・握力等、自分で計測できる

項目については、いつでも計

測できる場所に測定器を設

置しておくのも良い取組だ

と思います。 

・好き嫌いなく、完食できて

いるだろうか。食育で大きく

成長していく児童たち。充分

栄養を考え、しっかり食欲を

養ってほしい。マナーも大事

である。 

信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り 

4 保護者や

地域・関係

機関と協

働し、適正

な運営が

できる学

校 

(5)計画的な情

報発信と働き

方改革の推進 

①地域とともにある学校づくり（保

護者・地域、校種間の連携推進） 

②学校便り、学級便り等での積極的

な情報発信 

③働き方改革・業務改善の推進 

・保護者アンケートの満足度・信頼度 

   肯定的回答 90％以上 
90％ 94% 104% ４    

○達成値94％、達成度104％。保護者アンケートの全項目

で肯定的評価の割合は90%以上であった。特に肯定的評

価の割合が高かった項目は「学校は分かりやすい授業の

工夫に努めている」「学校は体力つくりに積極的に取り

組んでいる」であった。本校の職員が、日々授業改善に

努めるとともに、積極的に参観日や運動会等で、活躍す

る児童の姿を公開・発信した成果と考える。また「よく

当てはまる」と回答した割合が最も高かった項目は「学

校は安心安全な学校づくりに努めている」であった。不

祥事防止研修を毎月行うことで、職員の規範意識が高ま

り、適切な対応ができていることが、保護者の信頼度へ

つながっていると考える。 

●学年によって、保護者の肯定的な回答の割合に開きがあ

った。組織的な取組が十分でなかったためと推察する。 

●職員アンケートで肯定的評価が最も低かった項目は「自

分は、時間内に仕事が処理しきれている」で、２３％で

あった。担当業務に偏りがあったことが原因と考える。

保護者の満足度・信頼度を高めるためにも、より業務改

善を進め、児童と向き合う時間を確保する必要がある。 

①保護者の信頼度をさらに高めるため、毎月行

う不祥事防止研修に加え、三和駐在所や臨床

心理士等、専門機関や専門家との連携を進め

る。また、より地域の協力を得ながら授業改

善を進めることで、一層保護者の満足度を高

める。 

②定期的なHP更新や効果的なテトルの活用等、

児童が活躍する姿を保護者や地域等へタイム

リーに情報発信していく。 

③授業や行事等を隣接学年合同で行ったり担任

外がT2として個別指導したりする機会を意図

的に設定する等、組織で児童の学びを支えて

いく。また児童と向き合う時間を確保するた

めに、担当業務の見直しや日課表の変更、行

事の精選等を行う。 

教
頭 

Ａ 

・より地域の協力を得なが

ら、業務改善やタイムリーな

情報発信をするとともに、地

域ぐるみで児童の学び（知・

徳・体）を支えたり、児童と

向き合ったりすることが大

切。 

・大きな変化への抵抗感や多

忙などの理由で十分に現在

の教育改革に対応できてい

ない教師や学校も残ってい

ることと思えます。これから

も教師の負担軽減等に向け、

さらに踏み込んだ取組を行

い、各学校の授業改善や義務

教育の水準の維持向上を図

ることが必要だと考えます。

関係者一同が一体となって

進めていくことこそ大切で

あると思います。 

＊達成度＝達成率÷目標値×１００     ＊評価 ４：目標を達成した（達成度１００以上） ３：目標をおおむね達成した（達成度８５以上～１００未満） ２：目標をやや下回った（達成度８５未満～６０以上） １：目標を大きく下回った（達成度６０未満） 


